
ー
心
の
旅
路
―

　
大
智
禅
師
山
居
の
郷
よ
り

大
智
禅
師
偈
頌

鳳
山
山
居

︵
そ
の
三)
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大
智
禅
師
偈
頌

　
　

鳳
山
山
居
（
そ
の
三
）

　
　
名
韁
利
鎖
留
不
住　
　

名め
い
き
ょ
う
り
さ

韁
利
鎖　

留
む
れ
ど
も　

住
（
と
ど
）
ま
ら
ず

　
　

晦
跡
煙
霞
水
石
中
　
　
跡
を
晦か

く

す　

煙え
ん
か霞

水
石
の
中

　
　

折
脚
鐺
児
煎
野
菜
　
　
折し

や
つ
き
や
く

脚
の
鐺と
う

児じ　

野
菜
を
煎
る

　
　

住
山
自
効
古
人
風　
　

住
山
自お

の
ず
から
古
人
の
風
に
効な
ら

う

　
名
韁
利
鎖
　
は
名
利
（
欲
望
）
の
き
ず
な
、
く
さ
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
名
利
に
住
著
せ
ず
。

　

跡
を
く
ら
ま
し
て
、
煙
霞
、
水
石
中
の
人
に
な
る
。
こ
れ
は
隠
遁
者
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
身

心
を
仏
法
に
な
げ
す
て
て
、
悟
道
得
法
ま
で
も
望
ま
ぬ
行
人
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　

折
脚
の
鐺
児
は
脚
の
折
れ
た
鍋
で
あ
る
。
人
間
の
つ
く
っ
た
も
の
は
、
そ
ん
な
も
の
で
あ
る
。
と
に
か
く

身
貧
に
し
て
道
貧
な
ら
ず
。
法
を
重
く
し
身
を
軽
く
し
、
名
利
を
越
え
て
三
宝
の
願
海
に
回
向
す
る
、
そ
の

崇
高
な
る
祖
師
の
家
風
を
志
慕
せ
ら
れ
た
大
智
禅
師
の
心
境
を
汲
み
と
ら
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

　

い
ま
聖
護
寺
本
堂
の
所
謂
の
西
の
室
中
に
、
御
開
山
大
智
禅
師
の
尊
像
が
奉
安
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
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東
京
美
術
学
校
教
授
で
あ
り
当
時
、
仏
像
彫
刻
の
第
一
人
者
と
い
わ
れ
た
関
野
聖
雲
先
生
の
秀
作
で
あ
る
。

そ
の
由
来
記
を
拝
見
し
て
、
そ
の
勝
縁
に
感
激
す
る
外
は
な
い
。

　

昭
和
十
八
年
、
当
時
の
熊
本
県
知
事
横
溝
光
暉
先
生
が
、
素
道
老
師
の
熱
意
に
感
じ
、
自
ら
聖
護
寺
再
建

奉
讃
会
を
組
織
し
て
そ
の
会
長
と
な
り
、
県
の
諸
機
関
と
相
計
っ
て
聖
護
寺
伽
藍
の
建
立
に
協
力
し
、
林
道

と
い
う
名
の
参
道
を
つ
く
り
、
更
に
大
智
禅
師
尊
像
寄
進
の
約
束
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

時
恰
も
太
平
洋
戦
争
中
、
極
め
て
困
難
な
る
諸
条
件
を
克
服
し
て
聖
雲
先
生
に
依
頼
さ
れ
た
。
聖
雲
先
生

も
こ
れ
に
応
え
て
、
大
久
保
道
舟
先
生
（
現
永
平
寺
西
堂
老
師
）
と
と
も
に
聖
護
寺
を
訪
ね
て
現
場
の
認
識
を

深
め
、
素
道
老
師
よ
り
直
接
大
智
禅
師
の
高
風
を
体
得
さ
れ
る
等
、
周
到
な
る
用
意
の
下
に
原
型
の
製
作
に

着
手
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
戦
局
は
苛
烈
に
な
り
、
製
作
の
過
程
に
於
て
苦
労
せ
ら
れ
た
様
子
が
、

聖
雲
先
生
の
中
間
報
告
の
書
翰
に
よ
っ
て
も
判
断
さ
れ
る
。

昨
年
、
横
溝
県
知
事
閣
下
よ
り
鳳
儀
山
聖
護
寺
大
智
禅
師
の
像
御
依
頼
に
よ
り
製
作
中
数
回
の
空
襲

に
よ
り
精
神
統
一
な
ら
ず
止
む
な
く
郷
里
神
奈
川
県
に
疎
開
い
た
し
候
（
略
）

　

戦
中
戦
後
の
苦
難
、
戦
火
を
く
ぐ
っ
て
懸
命
の
努
力
で
完
成
さ
れ
た
尊
像
で
あ
る
。

　

し
か
も
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
二
日
、
日
展
審
査
講
評
会
講
演
中
、
聖
雲
先
生
は
逝
去
さ
れ
た
と
い
う
、
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実
に
一
代
の
名
匠
が
命
を
か
け
て
完
成
さ
れ
た
尊
像
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
尊
像
を
聖
護
寺
に
お
迎
え
す
る
迄
に
は
横
溝
先
生
の
御
苦
心
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
関
係
各
位

の
一
方
な
ら
ぬ
お
骨
折
が
あ
っ
た
訳
で
、
結
局
、
聖
護
寺
御
着
は
昭
和
二
十
三
年
五
月
二
十
五
日
で
あ
っ
た

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ま
此
の
等
身
大
の
素
晴
し
い
御
坐
像
を
礼
拝
し
な
が
ら
、
私
は
素
道
老
師
が
ど
の
よ
う
な
規
模
の
堂
宇

を
再
建
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
案
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

電
灯
も
ガ
ス
も
電
話
も
、
近
代
的
な
便
利
な
も
の
を
一
切
遠
ざ
け
ら
れ
原
始
的
な
清
浄
境
を
願
わ
れ
た
老

師
の
遺
志
を
継
い
で
此
処
に
新
し
く
僧
堂
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

六
百
五
十
年
の
昔
、
菊
池
公
が
当
寺
の
住
職
以
下
、
大
小
公
私
の
こ
と
、
武
重
が
子
々
孫
々
な
が
く
相
綺い

ろ

う
べ
か
ら
ず
。
開
山
上
人
の
付
法
正
伝
の
門
弟
、
代
々
法
灯
を
相
続
し
て
弥み

勒ろ
く

下あ

生し
ょ
う

の
晨
あ
し
た

に
至
る
迄
、
断
絶

せ
し
め
ざ
ら
ん
為
な
り
。
と
寄
進
状
に
あ
る
の
は
単
な
る
土
地
寄
進
で
な
く
、
正
伝
の
仏
法
が
行
持
せ
ら
れ
、

法
灯
の
継
承
を
祈
願
す
る
赤
心
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
い
か
。




